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乳幼児期における愛着と探索行動

大 瀧  トリ

                要     旨

 乳幼児期に母親に対して形成する愛着と乳幼児の探索行動の関連性について分析することが本

研究の目的である。

 研究対象は，東京に在住する第ユ子とその母親30組である。愛着及び探索行動は，対象児の12

ケ月時，24ケ月時，39ケ月時にStra㎎e SituatiOnを施行し，評定する。

 結果を要約すると以下の通りである。

 （1）本研究における愛着の主分類とAinsworthの結果の問には，有意差は認められたい。し

   かし，再分類を行なった場合には，本対象児のRqの比率は有意に高くだる。

 （2）愛着と探索行動の関連は，12ケ月時においてより顕著に認められる。

 （3）B babyは，C babyに比較して多くの玩具の操作において高い頻度を示す。

 （4）B babyは，C babyに比較して不安が低く，楽しそうに遊ぶことができる。

 （5）B baもyは，母親とポジティブた相互交渉を持ちだから遊びを継続する。
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 Ainsworth王）（1967）は，母親に対して安定した愛着を形成している乳児は環境を探索する

時に母親を安全基地として活用することが出来るために他児に比較して環境に対する理解を促

すことが出来ること，また探索時のものの操作を通して自信を形成することが出来るようにな

ること，さらにこれらの結果としてコソピテンスの発達を促すことが出来ることを指摘してい

る。そしてAinsworthとWitting4）（1969）は，子どもグ母親に対して形成している愛着を

評定する手続として，Strange Situatiρnと呼ばれる方法を考案している。これは，一8つの小

場面から構成されており，短い母子分離を経験したあと子どもが母親と再会する場面でどのよ

うた行動を示すかにより，子どもをA baby（Avoidant baby），B baby（Secure baby），C baby

（A皿biva1ent baby）に分類する手続である。この手続は，現在，愛着の質を測定する手段と

して多くの研究者に使用されている。

 COnne116）（ユ974）は，Strange SituatiOnによる愛着と新奇な刺激に対する反応との関連性

について検討している。その結果B babyは新奇な刺激に慣れを速やかに余すのに対して，
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C babyは非常に用心深いために新奇な刺激にたかたか手を出そうとしない傾向があり，また

A babyは，新奇た刺激に対して憧れが生じにくいことを明らかにしている。

 また，12ケ月時の愛着と21ケ月時の探索行動の関連についてみたMain9）（1975）の結果に

よると，探索の総時間についてはB babyとnon B babyの間には有意差は認められたい。

しかし，単位探索時間，興味・関心の強さ，複雑た機構をもったものへのかかわり，さらに玩

具とかかわる時の楽しさ等においては，Bbabyの方がnon B babyに比較して有意に高い。

また，B babyに比較してnon B babyに多く見たされる行動は，rたたく」というような探

索行動とはいいがたい行動である。

 さらに，18ケ月時に対象児の愛着を評定し，2才時に自由遊びと問題解決行動について評定

し，両者の関連性について検討しているMatas et aL1o）（1978）の結果によれば，B babyは，

他児に比較して想像的，象徴的遊びを多く行なう。また，問題解決場面ではB babyは集中し

てζとにあたることが出るとともに母親の指示に従順であり，母親を無視することが少たく，

課題を投げだすことも少なく，要求不満に陥ることも．少ないことを見いだしている。

 このようにB babyは，A babシ，C babyに革較して愛着を評定した後の時点の発達におい

てよりコンピテントであることが明らかにされてい乱しかし，日本の乳幼児を対象とした研

究では，このような明確た関連性については必ずしも明らかにされていたい。

 Nakan01『）（1984）は，対象児の12ケ月時と23ケ月時の両時点でStrange Situationを実施

し，両時点の評定が安定しているものと変動したものをそ虹それ対象として，愛着と23ケ月に

実施した自由遊び場面の．行動との関連について検討している。その結果によると，Cbabyが

母親から離れて遊べる比率はB babyと同等が，またはそれ以上である。さらに，先にみた

Matas et aLの結果ではC babyに低いとされた象徴遊びが，B babyよりもむしろC baby

に高いことを見いだしている。さらに中野等14）（1985）は，12ケ月時の愛着と，23ケ月時と32

ケ月時の独り遊び場面の行動との関連について検討しているが，BbabyとCbabyの間には

殆ど差異を見いだしていない。また，12ケ月時の愛着と27ケ月時の家庭での自由遊び場面の行

動との関連をみてい・る臼井等19）（1985）の研究でも，BbabyとCbabyの間に顕著た差を見

いだしていたい。

 このようた研究結果をふまえて，本研究では，12ケ月時，24ケ月時および39ケ月時にStra－

nge Situationを施行し，それによって評定される愛着とStrange SituationのEpisode2

における対象児の探索行動との関連性について検討する。

方     法

 （1）対象：東京及びその近郊に在住する第1子とその母親30組である。研究対象は，当初50

組の母子であったが，本報告では，12ケ月時，24ケ月時，39ケ月時の資料のそろっている30組

を分析対象とする。対象児は，男児18名，女児12名である。

 （2）手続：Strange SituatiOnを実施する前日又は数日前に，約2時間に亘る家庭訪間を行

なう。Strange S1tuationの手続は，TABLE1に示される通りである。

 実験室には，玩具と母親用とStranger用の椅子が用意されている。実験室に用意された玩

具はつぎのものである。
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TABL児1 Sulnma］＝y of昆pisodes o重 the St工ange Situation

Number of

Episode

Persons

Present Duration

Brief Description

 of Action

1      Mot血er，1〕aby，

    ＆ 0bSerVer
30secs．

0i〕se1＝ver introduces mother and1〕aby to

experimentahoom，t血en1eaves．

2   Mother＆
     baby

3min．    Mother is nonpafticipant while baby exp1ores；呈f

      necessary，p1ay is stimulatea after2mi皿utes・

3    Stranger，一   3min．

    mother，＆

     baby

Stranger enters．First Ininute：Stranger si1ent．

Second minute：Stranger converses with血。ther．

Th虹d minute：Stranger approaches baby．Aftef

3minutes mother1eaves unobtrusive1r

4     Stranger

    ＆baby

3工nin．

Or leSSa

First separat〇三n episode．Str註nger’s behavior

is geal＝ed1＝o that of baby．

5     Mother＆

    baby
3対n．

0r mOreb

First reunion episode，Mothe1＝greets and／or

」comforts baby，then tries to settle him again in

play．Mother then1eaves，saying“bye・bye．”

6   Baby
    a10ne

3㎜inl

Or IeSS目

Second sepaIation episode、

7     Stranger

    ＆baby

3min．

Or王eSS註

Continuation of second separatioh．St］＝ange1＝

eムteエs and gears her behavior to that of baby．

8     “肛。thef＆

     baby
3min．    S㏄ondエeunion episode．Mother enters，greets

      baby，then picks hi拠uμMeanwhi1e stranger

      1e丑ves unobtrusively．

百Episode is cuftai1ed if the baby is undu1y distresse乱

bEpisode is proIonged if more tiIne is requi］＝ed for the baby to become re・invoIved in pIay．

（Ainsworth et al．1978）

 12ケ月時：ビーズブロック，ボール，電話，布製積木，赤ちゃん人形，動物玩具2種，バズ

      ル，カタカタ，子ども用椅子，計10種

 24ケ月時：ユ2ケ月時の玩具に男児．女児の人形各1を加え，さらに布製積木を6個加え12個

      とする。計10種

 39ヶ月時：Bブロック，ボール，電話，布製積木，人形2種，パズル，カタカタ，子ども用

      椅子，絵本，トソカチ積木，組み木，計11種

 愛着の評定は，Ainsworth et a1．5）（1978）の基準に基づいて行たう。つぎにA baby，B

baby，C babyの行動特性について概略する。

 A baby：Avoidant babyとも呼ばれる。母子分離を体験したあとの再会場面でも，特に母

親を喜んで迎える様子が顕著に認められたい子ども達で，外見的には母親から自立していて，

よく遊べる子どもという印象を与ええ。これは，Aユ，A2からたっている。

 B baby：Secure babyともいわれる。母親との再会を大変喜んでいる様子が顕著に認められ

る子ども達であ乳母親の存在と子どもの活動性が，非常に明確に結びついている子ども達で
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ある。これは，B1，B2，B3，B4からなっている。

 C baby：Ambiva1ent babyとも呼ばれる。再会場面では，母親から離れられず，・また母親

と身体的に接触をしていてもなかたか気持が静まらない子ども達である。これは，C1，C2から

たっている。

 12ヶ月時の評定は，筆者が行なうとともにSroufe，A．にも依頼する。24ヶ月および39ヶ月

時については，筆者のみで行なう。評定はすべてVTRにより行なう。

 （3）探索行動の評定：対象児の探索行動は，Strange SituationのEpisode2において観察

す私これは，対象児が母親と一緒に実験室に入室する最初の場面である。実験室には対象児

の興味を誘う玩具が用意されている。対象児には自由に遊んでよいと指示が与えられる。母親

に対しては，対象児が働きかけて来た場合には応答してよいが，母親の方から働きかけたいで

欲しいと指示が与えれらている。

 探索行動の評定は，反応潜時（LP），遊びの継続時間，遊びの種類，玩具の操作について行

なう。評定は，VTRにより行たう。

 ① 反応潜時（LP）＝対象児が入室してから玩具に触れるまでに要した時間（秒）を計測

   す乱ただし・12ケ月時にあっては・対象児が玩具の前の所定の場所に位置した時点を

   もって計測を開始する。得点は0から180秒に分布する。

 ② 遊びの継続時間＝つぎの4点について計測する。計測め単位は秒である。得点は0から

   180の間に分布する。

   a・玩具と具体的にかかわって遊ぶ時間（PT），b・玩具を注視している時間（LT），

   c．遊びの総時間即ちaとbの総計（TPT），d．最長単位遊び時間（MPT）

 ③遊びの種類＝つぎの2点についてその数を見る。

   a．。触れた玩具の数（NT），b．遊びの種類（NP）

 ④ 玩具の操作＝Ti1tOn，et a1．18）（1964）のカテゴリーに準拠して評定する。ただし，彼等

   のカテゴリーには，対象児が手にした玩具をまじまじξ見ている（FixatiOn）行動およ

   び玩具を手にしているが注意は他の玩具に行っている（Touching）行動をチェックす

   るものがたいため，本研究では，これら2つの項目を追加し，計1工項目についてその頻

   度を見る。頻度のチェックは，15秒間隔のタイムサンプリングによって行なう。頻度の

   分布巾は0．一ユ2である。11のカテゴリーは以下の通りである。

    Combinations：積木を積む，パズルのコマをはめるたど玩具を組み合わせて遊ぶ

    SeparatiOns：ブロックをはずす，パズルのコマをはずすたど玩具の部品をとりはず

           す遊び

    Manipu1ating Parts：電話のダイヤル，カタカタの車たと玩具の可動部分をいじる

              遊び

    Persona1ized：人形をだっこする，ブロックの輪を肩にかけるなどの遊び

    Pushes・Pu11s：玩具を押し歩いたり，引き歩いたりする遊び

    Throws：ボール，積木などを投げる遊び

    POunds1玩具で床や壁だどをたたく遊び

    RepetitiveMa皿ip・：カタカタのカバーをたたいて色玉の動きを見る，ブロックの鎖

              を振りまわすなどの遊び

    Ora1：玩具を口に入れ，誉めたりする行動
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    FiXatiOn：手にした玩具を注視する行動

    Touching：玩具を手にしているが，注意は他の所に行っている

（4）行動評定1対象児の探索時における行動評定は，つぎの6項目について5段階評定を行

なう。

    a．安定性＝泣き，ぐずりの程度，b．楽しさ＝・発声・笑顔の程度，C．活動性＝実

   験室内での移動量，d、集中性・・注意の持続・遊びの熱中度，e．遊びの発展性＝率徴

   的遊びの程度，f．遊びの連続性畿複数の玩具を関連づける程度。

 （5）母親との関係：対象児が探索時に母親とどのようたかかわりをもつかについてつぎの5

点からみる。得一点は0から180秒までに分布する。

    a、母親との身体的接触の総時間（TCM），b．母親の近くで一人で遊んだ総時間

   （TNM），c．母親と言語的相互交渉を持ちだから遊んだ総時間（TVCM），d．母親の

   方を時々見たがら遊んだ総時間（TGM），e．対象児の遊びの持続に母親の存在が影響

   を与えた時間をみるためにbと。とdを総計した時間（TPTM）をみる。

結果および考察

1 愛  着

12ケ月時，24ケ月時，39ケ月時に評定した愛着についてみたのがTABLE2である。

TABLE2 Pattems of Attachment N（％）

12 months 24 months 39 months

Ma1e Fema1e  Total Ma1e  Fema1e Tota1 MaIe  FemaIe  Tota1

A baby

B baby

C baby

 2
（11．1）

 13
（72．2）

 3
（16．7）一

 1
（8．3）

 6
（50．O）

 5
（41．7）

 3
（10．O）

 19
（63．3）

 8
（26．7）

 1
（5．6）

 13
（72．2）

 4
（22．2）

 1
（813）

 9
（75．O）

 2
（16．7）

 2
（6．7）

22
（73．3）

 6
（20．O）

 17
（94．4）

 1
（5．6）

11
（91．7）

 1
（8．6）

28
（93．3）

 2
（6．7）

 いずれの月齢においても，Bbabyが高い  TABL皿3RegroupingPattemsofAttachment

比率を占めており，月齢の増加に従い子ども        RA  RB RC Tota1

が母親に対して形成する愛着は，安定した愛                       Otaki       5    11    14    30

着に変化して行く様子が認められる。12ケ月        （16．7）（36．7）（46．7）

時の結果は，Ainsworth2）（1971）．と類似し  Ainsworth  15  30  11  56
                             （26．8）（53．6）（19．6）
走結果を示しており，Ainsworthの主分類

においては，日米間における有意差は認められたい。しかしたがら，B babyには，B1，B2，

B3，B4の4つの下位分類が含まれており，B1babyは，Ababyと類似した行動特徴を示し，

B4babyはC babyと類似した行動特徴を示す。そこで，本結果とAinsworthの結果につい

て，AとB王babyをReg士。upA（RA），B2とB3babyをRegroupB（RB）そしてB4とC
babyをRegroup C（RC）・と再分類した結果についてみたのがTABLE3である。．
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 両者間には有意た差が認められるα2＝6，939，df＝2，P＜．05）。即ち，本研究の対象児はAin・

sworthの対象児に比較してRCの比率が顕著に高いといえる。この差は，B4babyの比率に

多分に依存している。つまり，本研究のB babyに分類されたものは，母親に対してC baby

と類似した愛着を形成しているものが多いことを示している。この傾向は，本研究のみに認め

られるものではたく，三宅等11）（1982）においても向様に認められるものであり，日本の乳児

に共通する愛着の特性であると考えられる。たお，繁多7）（1983）は，三宅等のC babyの出

現率の高いことを指摘しているが，本研究との間には有意差は認められたい。また，本研究お

よび繁多の研究では，Ababyが出現しているが，三宅等の対象児には，A babyと評定され
る一烽ﾌがいたい。このことに関して，本研究の愛着の評定を行なったSroufe15）（1985）は，

本研究の対象が東京在住であるのに対して，三宅等の対象が札幌在住であることに注目して，

mod㎜Japanese motherとtraditiona1Japanese motherの違いによるのではたいかとの指

摘を行なっているが，果たして，Sroufeの指摘するような母親の養育態度や意識の違いが，

Ababy，Bbaby，Cbabyをもつ母親にあるか否かについては，今後さらに検討する必要があ

ろう。

 つぎに，12ケ月時と24ケ月時，24ケ月時と39ケ月時における，愛着の評定の変化の有無につ

いて見たのが，TABLE4と5である。

TABLE4 12Months and24Months

MaIe Fem乱1e Tota1

No Change  A→A   1

      B→B  1O
      C一→C   1

Change   A→B   1

      B→C   3
      C一一→B   2

2

16

3

1

3

5

TABLE5 24Months and39Months

Ma1e Fema1e Tota1

NoChange  A一→A  O

      B→B  12
      C一一→C  O

Change   A一一→B  1

      B一→C  1

      C→B  4

0

20

0

2

2

6

 12ケ月時と24ケ月時において変化したかったものの比率は70劣である。また，24ケ月時と39

ケ月時において変化しなかったものの比率は66，7％である。このことは，一年の間に子どもが

母親に対して形成する愛着にかなりの変化が生じていることを示している。特に，これらの変

化はnon B babyにおいて生じており，B babyにはあまり顕著た変化は認められない。

Waters20）（1978）は，50名の対象児について12ケ月時と1章ケ月時の愛着の分類における安

定性について検討している。彼の結果では変化したかったものの比率は96，0劣と非常に高くな

っている。そして，変化したものは，A→B，C→Bへそれぞれ1名である。

 本研究の12ケ月時と24ケ月時における変化についてみると，A→B 33．3％，B→C 15，8

劣，C→B 62．5％である。高橋等17）（1983）の結果では，12ケ月時と23ケ月時において変化

したかったものの堆率は，52・4劣であり，変化したものについてみるとB→C 18・2劣，C→

B80．0％である（筆者の計算による）。

 日本の乳幼児の研究に共通している傾向は，12ヶ月時にBbabyと評定されたものはかたり

長期に亘って安定した評定を受けるのに対して，AおよびC babyと評定されたものの変動は

大きいということである。特に，Cbabyの変動が大きい。このことは，12ヶ月時の愛着に基

づいてその後の行動特性を見ることの問題を示唆しているものといえよう。
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 2 探索行動

 （1）12ケ月時の愛着と探索行動

 TABLE6は，12ケ月時の愛着と探索行動について見たものである。

 対象児が玩具に触れるまでに要した時間についてみたのがLPである。最も長い時間を要し

たのがC babyであり，ついでB babyである。Ababyは，玩具の前に位置すると直ちに玩

具に触れている。このように3群間には明らかに有意差が認められる。

TABLE6 ExpIoratory Behaviors at12］Mlonths of Age．

Means＆Standa1＝d Deviations

Ababy   Bbaby   Cbaby

LP       ユ．O
       （1．73）

PT      137．O
      （11．53）

LT       38．7
      （13．01）

TPT       175．7

      （4．51）

MPT      127．O
      （81．63）
NT        3

      （2．00）

NP       5．7
      （7．23）

20，4       65．1

（36，64）   （63．08）

110，3       73．3

（49．35） （57．63）

25，4       12．5

（19．72） （13．13）

137，2     85．8
（44．74） （61．52）

55，5     50．9
（34．32）   （42．25）

 3．7     2．6
（ 1．76）   （ 1．85）

 5．7    3．8
（ 2．05）    （ 3．20）

Comparisons（T test）

A＆B  A＆C  B＆C

2．29＊     2．87＊    2．33＊

．92    1．84

    p三．099
1，12      2．95＊

3．63＊＊    2．44＊

1．70

 1．69
P＝．104

 4．10＊＊

1，50      2．08      ．29

    P＝．067
．62       ，29     1．41 一

．02       ，64     1．94

        P＝．063

＊pく＝ ．05   ＊＊I〕＜：．01

 また玩具で遊ぶ時間についてみたのがTPである。平均継続時間には違いがあるように見

えるが，各群内の個人差が大きいために，5劣水準で有意差は認められない。しかしたがら，

A babyの方がC babyに比較してやや長い傾向はうかがえる。

 つぎに，玩具を注視する時間であるしTについてみると，A babyは，C babyに比較して注

視時間が有意に長い。また，B babyもC babyに比較して注視時間が長い傾向が認められる。

注視による探索は，一他の探索行動に。比較して消極的な行動である。このようた消極的行動が

A babyに多いということは，A babyの行動特性に矛盾するように思われるかもしれたい。

しかし，．実験室の状況との関連でこの行動をみるたらばこの結果は充分に説明される。即ち，

実験室の玩具の配置は，比較的広範囲にたされて茄り，所定の位置から移動せずにすべての玩

具に手が届く状況にはない。それ故，注視行動と玩具酢手触れる行動の間には時間差が生じる。

特に，Ababyの場合は，単なる注視だけで行動が終結することは少なく，注視に続く行動と

して移動もしくは手のはし行動が認められる。即ち；A babyは，より積極的な探索行動を行

なう前段階として注視を行なっているのである。一方，・Cbabyは，玩具そのものへの興味，

関心が必ずしも充分に喚起されていないように思われる。これは先にみた反応潜時の長さから

もいえることである。

 玩具でg遊び時間と玩具への注視時間の総計についてみたのが遊びの総時間であり，表中で

は，TPTで表示してある。最も長く遊びを継続できるのはA babyであり，ついでB baby
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であり，最も短いのがCbabyである。これら3群の間には明らかだ有意差が認められる。

 つぎに，同一玩具で継続して遊べる最長時間についてみたのがMPTである。A babyは，

C babyに比較して同一玩具で長く遊ぶ傾向が認められる。

 遊びの数についてみたのがNTである。3群間には5％水準で有意差は認められたいが，

BbabyはCbabyに比較して多くの遊びを展開する傾向がある。

 また，玩具の操作についてみる11項目において有意差が見いだされたのは，Manipulating

Partsのみである。B babyはC babyに比較して玩具の可動部分である車輪やダイヤルに興

味を示し，操作する頻度が有意に高い（t＝2．03，。df＝24．47，p＜．05）。

                 （SEPARTE）
 以上，12ヶ月時における愛着と探索行動の関連についてみて来た結果，segure babyといわ

れるB babyとnon secure babyとといわれるC babyの間には，反応潜時，遊びの継続時

間，遊びの数，玩具の可動部分への興味について有意差が見いだされたが，同じくnonSeCure

babyいわれるA babyとの間には殆ど有意差は見いだされたい。B babyは，A babyと

Cbabyの中間的な値を示すことが多く，むしろAbabyとCbabyの間に顕著た差が見いだ

されている。

 （2）24ケ月時および39ケ月時

 24ケ月時の愛着と探索行動についてみたのがTABLE7である。

TABLE7 Exp1oratoエy Behaviors at24Months of Age

Means＆Standard Deviations

Ababy  Bbaby  Cbaby

LP        6．O
      （1．41）

PT       139．O
      （50．91）

LT       19．5
      （27．58）

TPT      158．5
      （23．31）

MTP      64．O
      （52，33）

NT       5．5
      （3．54）

NP       9．O
      （5．66）

13，4      23．2
（29．61）    （ 40．99）

135，3       96，7

（33．30）    （ 59．19）

15，4       17．8

（23．24）    （ 22．84）

14515      114．5
（33．30）    （ 58．10）

56，3       31．7

（22．15）    （ 10．80）

 5．5     4．2
（ 2．12）   （ 1．72）

 6．7     6．8
（2．63） （3125）

Comparisons（T test）

A＆B  A＆C  B＆C

．35

．1O

．24

．54

．43

．03

1．11

．56    ．66

．90     2．12＊

．09    ．23

1．O0     1．76

   p竺．099
，87     2．61＊

．77   1．52

．71    ．12

＊P＜．05

 愛着と探索行動の間に有意差が見いだされたものは，玩具遊びの継続時間についてみたPT

及び同一玩具で遊べる最長時間についてみたMPTについてである。これらは，いずれもB

babyの方がCbabyに比較して有意に長い時間遊びを継続できることを示している。遊びの

総時間についてみたTPTについてみると，B babyの方がC babyよりも長く遊べる傾向が

認められる」

 探索行動の玩具の操作と愛着についてみたのがTABLE8である。
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TABLE8 Manipulations of Toys at24Months of Age

CoInbinations

Separations

ManipuIating Parts

Personalized

P1ユshes・Pu11s

Throws

Pounds

Repetitive Manip，

0ra1

FiXatiOn

Touch三ng

Means＆Standal＝d Deviations

Ababy  Bbaby  Cbaby

 2．0     1．4
 2．83）    （ 1．33）

  ．5     1．2
  ．71）    （ 1．87）

 3．0     1．5
（  1．41）    （ 1．30）

  ．0     2．4
     （2．36）

 3．0     3．6
     （2．40）

  ．5      ．9
．（．71） （1．21）

  ．O      ．2
     （ ．53）

 2．5     ．9
（  ．71）    （  、99）

  ．O     ．O

3．5     2．4
2．12）    （ 1．97）

1．O     ，4
．OO）    （  ．85）

 ．7
（1．21）

 ．3
（ ．52）

 1．3
（2．34）

 ．7
（ ．82）

 4．7
（3．72）

 ．3
（ ．52）

 ．2
（ ．41）

 ．2
（ ．41）

 ．O

 2．3
（1．86）

 ．3
（ ．82）

Comparisons（T test）

A＆B  A＆C． B＆C

．60

．50

1．60

1．39

．34

．41

．60

1，02      1．16

．37    1．88

   P＝．071
．92    ．12

1，10      2．81＊＊

．60    ．86

．37    1．04

．55一   ．26

2．26＊    6．06＊＊＊   1．67

．75      ．75       ．08

．96     1．10       ．19

＊ p＜二 ．05   ＊＊p＜ O．1   ＊＊＊ p＜ ．O01

 お人形をだっこしたり，受話器を耳にあて，発話するたどの遊びを含むPersonaIizedで

は，B babyは，Cbabyに比較して有意に高い頻度を示す。また，ヵタヵタを揺らして色玉

の動きを楽しむ，ブロックを振りまわすたどの遊びを含むRepetitiveManip．は，Ababyに

多く認められる遊びである。パズルのコマをはずす，ブロックの繋いだものをはずすなどの遊

びを意味するSeparationsについては，児babyは，C babyに比較して高い頻度を示す傾向

がある。

 以上24ケ月時における愛着と探索行動について見たが，12ケ月時とは多少異だった様相を呈

している。AbabyとCbabyの差異は，明確に認められたくたったのに対して，Bbabyと

Cbabyの間には，12ケ月時とは異なる行動において有意差が認められる。

 つぎに39ケ月時に一おける愛着と探索行動についてみる。．

 12ケ月時，24ケ月時とは異なり，玩具の遊び時間等の探索行動については，いずれにおいて

も有意た差は認められない。有意差が認められたものは，玩具の操作におけるCombinations

のみである。B babyはC babyに比較して，パズルのコマをはめる，あるいは組み木を組む

たどのように複数の玩具を結合する遊びをより好んで行なう（t＝2．40df＝28p＜。05）。

 （3）12ケ月時の愛着とそのあとの時点での探索行動との関連

 12ケ月時の愛着と24ケ月時および39ケ月時の探索行動については，有意な結果は見いだされ

たい。ただし，24ケ月時の愛着と39ケ月時の探索行動については，有意な結果が見いだされて

いる。

 まず，30ケ月時の遊び時間（TPT）について，24ヶ月時にB babyと評定されたものは，
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Ababyと評定されたものに比較して長く遊ぶことが出来る（t＝2．15，df＝22，P＜・05）。また

Cbabyと評定されたものもA babyに比較して長く遊ぶ傾向がある（t＝2．O，df二6，P＝・093）。

 つぎに，39ケ月時の遊びの数（NP）については，24ヶ月時にA babyと評定されたものは，

Cbabyと評定されたものに比較して遊びの数が多い（t＝3．03，df二6，P＜・05）。また，39ケ月時

の玩具を注視する時間（LT）ぽ，B babyと評定されたものは，C babyと評定されたものより

長い傾向が認められる（t＝1，71，df＝26，p＝0．1）。

 以上のことから，12ケ月時の愛着がsecureかn㎝secureかによって，その後の探索行動

を予測することには困難があるように思われる。その原因の第1は，先に愛着の所で指摘した

ように，愛着の変動性の大きいことにあるといえよう。

 （4）各月齢時における探索行動の関連

 12ケ月時と24ケ月時における探索行動に有意な相関が認められたものは，玩具に触れるまで

に要する時間（r＝．402，P＜．05），玩具で遊んだ時間（r二．454，P＜．05），遊んだ玩具の数（r＝。459，

p＜．05）である。また，24ケ月時と39ケ月時において，有意た相関が認められたものは，玩具

を注意する時間（r＝．651，P＜．001），遊びの数（r＝．509，P＜．01），Co血binations（r＝．400，P＜．05），

Fixation（r＝．389，P＜．05）である。

 このように12ケ月時と24ケ月時，24ケ月時と39ケ月時でそれぞれ有意た相関が見いだされた

行動は異なっている。

 3．行動評定

 まず，12ケ月時の愛着と探索時における行動評定についてみる。

 A，B babyに比較して，C babyは泣く，あるいは玩具の発する音におびえるたど，探索場

面に対して不安傾向を示すα2二11，595，df＝6，P二．072）。またB babyは，C babyに比較し

て玩具の電話の受話器を手にし，ダイヤルを回し，発声するたど玩具の操作の過程にイメージ

が明らかに介在している遊びを多くする傾向がある（π2＝11，290，df＝6，p＝．079）。

 つぎに24ケ月時の行動評定において有意差が認められたものは，12ケ月時と同様に探索場面

に対して示す不安である。24ヶ月時に招いてもA，B babyに比較して，C babyは強い不安を

示す（π2＝13，154，df＝6，P＜．05）。

 さらに39ケ月時では，玩具で遊んでいる時に認められる嬉しそうな発声や笑顔は，Cbaby

に比較して，Bbabyに多く認められる傾向がある（π2＝15，253，df＝8，P＝．054）。

 以上，同時点での愛着と探索時の行動評定の間には，Main（1975）やMates et a1．（1978）

の指摘するような行動特性は，Bbabyに認められる。しかし，12ヶ月時の愛着と他時点での

行動評定および24ケ月時点の愛着と30ケ月時の行動評定との間には，MainやMates等が指摘

する行動特性は，全くBbabyには見いだされない。

 4．母親との関係

 12ヶ月時の愛着と探索時における母親との関係についてみたのがTABLE9である。

 母親と身体的接触をもった時間についてみたのがTCMである。Bもabyは，A babyに比

較して母親と身体的接触を長くもつ。しかし，C babyについては，他群との間に有．意差は認

められないが，最低O秒から最高180秒と個人差は非常に大きい。母親と言語的相互交渉を持

ちながら遊びを継続した総時間についてみたTVCMでは，B babyとC babyの間に有意差

が認められる。即ち，Bbabyは，母親とかかわりたがら遊ぶことが多い。たお，Cbabyの場
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TABLE g P1ay with Mothef at12Months of Age

Means＆ Standard Deviations

Ababy  Bbaby  C1〕aby

TCM       ．7
      （1．16）

TNM       ．O

TVCM      ．O

TGM       139．3

      （60．34）

TPTM      ユ39，3

      （60．34）

 9，6    46，3
（ 18．19）    （ 74．82）

 1，6    10
（7．11）

 33．4     ．O
（41．52）

 28，7    19．9
（38．34）    （37．20）

 59，2    19．9
（ 54．68）    （ 37．20）

Comparisons（T test）

A＆B  A＆C  B＆C

2．12＊    1．72

．39

1．37

4．33＊＊＊  4．06＊＊

1．37

．64

2．25＊

．55

2．33＊    4．09＊＊    1．85

p＝．076

一＊p＜ ．05   ＊＊p＜ ．01   ＊＊＊p＜ ．O01

合は，母親から遊びを促す言語的働きかけが多く認められる。それらはここには含まれていた

い。ここではあくまでも対象児からの働きかけのある場合について見たものである。

 また，特に母親と具体的な相互交渉を持たたいが，時々，母親の方を振り向くたどの行動を

ともなラ状態で遊びを続けた総時間について見たのがTGMである二A babyは，このような

形で遊びを継続する。時間が他群に比較して長い。TVCMでは具体的に母親とかかわりをもつ

こと，即ち，母親の存在が遊びの継続に大きな意味をだしている。しかし，TGMにおいてみ

られるように，母親の方を時々見．ることによって，A babyが遊びを継続することからA児も

母親を安全基地として使用しているとみたすべきか否かについては，必ずしも明らかでない。

 24ケ月時と39ケ月時における愛着と探索時における母親との関係についセは，有意な結果は

見られたい。また，12ケ月時の愛着と他時点での母親との関係おj；び24ケ月時の愛着と39ケ月

時の母親との関係においても有意た結果は見い山さ。れたい。

結     話

 字どもが母親に対して形成する愛着と探索行動およびそれに関する行動の評定と母親との関

係について検討した結果，同時点における愛着と探索行動等については，Se㎝reな愛着を形

成しているか，nonSeCureた愛着を形成しているかによって明確な差異が見いだされる。特

に，その違いはC babyとの間に顕著である。母親に対してse㎝reた愛着を形成している

B babyは，C babyに比較して，探索行動は活発であり，探索時における行動も楽しそうで

あり，また母親とポジティブな関係を結びながら探索行動を展開する。特に，この傾向は12ケ

月時に顕著に認められる。

 また，Ainsworth（1967），Come11（1974），Main（1974），Matoseta1．（1978）等が指摘

するような愛着と探索行動の関係，即ち，12ケ月時に母親に対して，secureな愛着を形成し

ている・B babyは，2歳前後の時点でmn secureた愛着を形成しているA，Cbabyと異なっ

た探索行動を示すとしているが，そのような関係は全く見いだされたい。本研究の結果は，日

本の乳幼児を対象とした中野等（1985），臼井等（1985）の結果とも一致するものである。ただ
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し，24ケ月時の愛着と39ケ月時の探索行動の間には多少の関連が見いだされ乱

12ケ月時の愛着と2歳前後の探索行動との間に関連が見いたされなかった最も大きな理由と

しては，12ケ月時に評定された愛着の安定性の問題が指摘される。Waters（1978）は，12ケ

月時と18ケ月時の評定の安定性について，非常に高い一致率を示している。しかし，12ケ月時

と24ケ月時について行なった本研究の結果においても，また12ケ月時と23ケ月時について行な

った高橋等（1983）の結果においても，その一致率は高いものではたい。

 日本の乳幼児についてみると，12ケ月時にnOn se㎝reた愛着を形成していたものも，1年

だいし2年後には，多くのものは母親に対してsecureな愛着を形成するようになっている。

日本の乳幼児に関する研究においては，むしろSeCureな愛着を形成するまでに要する時間的

た差異が，乳幼児の発達に与える影響について検討する必要がある㍉

＜付   記＞

長期間に亘り，研究にご協力いただいた子ども達とそのご両親に心から感謝を中し上げます。
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The Pattems of Attachment and Exp1oratory Behaviors

         in the Strange Situation m Ear1y Chi1dhood

Midori OTAKI

ABSTRACT

    The purpose of this paper is to c1arify how t11e pattems of attachment a任ect the exprora－

tory behaviors， This is a longitudinal st1ユdy of30丘rst・born babies in To卒yo and its vicinities

whose parents are membeエs of nucle趾，midd1e－class famiIies．The babies were c1assi丘ed a㏄oエd・

ing to their pattems of attachment through the Strange Situation Pエ。cedure when they were

12，24and39months old．Their expIoratory be止aviors were observed in the second episode i皿

the Strange Situation at each age．

    Major indings：（1）Tbeエe was no signi丘。ant■atio diffeエence betwe㎝infants in the U．S，

and in Japan in the major c1assi丘。ation．However，there was a sign組。ant ratio di任ereI1ce in the

regrouping pattems of att呂。hment・In other words，after regrouping，the Japanese Group RC

showed a much higheエpercentage than its U．S．equiva1ent．（2）The re1ationships to the pattems

of attachment and exploratoエy behaviors were more signi丘。ant at12months of age than at the

ot血er stages．（3）There were signi丘。ant di症erences in their behaviors between the Group B babies

and the Group Cbabies when㎜anipulating toys．（4）TheGroup B1〕abies felt securer and enjoyed

themse1ves more in tbeir piays than the Gr01ユp C babies．（5）The Group B i〕abies showed more

positive attitudes to their moth釘s than those in other groups．


